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FIT導入量（新規・移行前）

＜出典＞ 経済産業省
固定価格買取制度 情
報公表用ウェブサイ
トよりFoE作成
（各年12月末時点）



出典：財務省貿易統計をもとに、FoE Japan作成



北米からのペレット
輸入量は、大幅に増
加する見込み
最大341.5万t

＜出典＞ FoE Japan「バイオマ
ス発電は環境にやさしいか？
“カーボン・ニュートラル”のまや
かし」



木材を燃焼した際の炭素排出量は、
石炭より大きい

IPCC 2006ガイドライン
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“Woody Biomass for Power and Heat –
Impacts on the Global Climate” p.16
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日本のFIT事業計画策定ガイドライン
【農産物】

• 主産物はパーム油、副産物はPKS及びパームトランクに限る。 新規燃料
については、非可食かつ副産物のバイオマス種を食料競合の懸念がないも
のとする。

• 第三者認証（ RSPO2013、RSPO2018、RSB、GGL 又はISCC Japan ）に
より、持続可能性（合法性）を確認すること

【木質バイオマス】

• 森林認証制度やCoC認証制度等における認証が必要であるが、詳細は林野
庁「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」
を参照すること

• 林野庁「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のための
ガイドライン」（2006年2月）
以下のいずれかにより合法性、持続可能性を証明
①森林認証及びCoC認証、②団体認定、③企業による独自の取組

木質バイオマスの
持続可能性確認は
なんでもあり



木質バイオマスについてのガイドラインが
緩すぎる

• 農産物由来のバイオマスは、第三者認証を求めているのに比し
て、木質バイオマスについては、第三者認証を求めていない。
「団体認定」「企業による独自の取組」も許容。あまりに緩い。

• 第三者認証＝「FM認証」（森林管理の認証）かつ「CoC認
証」（流通過程の認証）ではじめて、当該材の持続可能性が確
認されるはずだが、「CoC認証」のみですませてしまっている
例も。

「なんでもあり」の状態



2022年4月の改定でバイオマス発電のライ
フサイクルGHGの評価が盛り込まれた

• 2030 年度以降に使用する燃料については火力発電のライフサイク
ルGHG（180g-CO2/MJ電力）から70％削減を達成すること（＝
54 g-CO2/MJ電力）

• 制度開始後、2030年までの間は燃料調達毎に50％削減を達成する
こと（＝90 g-CO2/MJ電力）

• これらの基準を満たすことをFIT/FIP制度の認定の要件とする



問題点

①既認定案件は対象外（排出削減の努力義務のみ）

② 伐採に伴う森林・土壌のバイオマスストック減少分について
は評価対象外

※土地利用変化を伴う場合は評価するとしている。土地利用変化は「森林
→農地」など明確な土地利用区分の変更を伴うものであり、森林伐採の多
くは、明確な土地利用区分の変更を伴うわけではない。

③燃焼分についても評価対象外
④基準が緩すぎる

IEAのネットゼロシナリオは、1.5℃目標に整合する2030年の電源の排出係
数を138gCO2/kWh（38.3 gCO2-eq/MJ電力）としている



石炭火力による
バイオマス混焼

大手電力の石炭火力

の約半数にあたる31

基が混焼実施（2019

年度実績）

＜出典＞ 資源エネルギー庁 石炭火力
検討ワーキンググループ（2021年4月
23日）「中間取りまとめ概要」
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FIT認定の
混焼設備



住民との協議と合意は？

事業計画策定ガイドラインの記述

「事業計画作成の初期段階から地域住民と適切なコミュニケー
ションを図るとともに、地域住民に十分配慮して事業を実施する
ように努めること」

あいまいな記述。
ほとんどの住民が反対し、自治体も反対するなどの明らか
に社会的合意がとれていない状況でも、事業者が事業を強
行することに歯止めがかからない。



G-bioバイオマス発電
石巻市須江地区
• 出力102,750kW

• 燃料：「ポンガミアというマメ科植
物から生産される油」と住民に説明。
アフリカ・モザンビークで栽培。日
本に輸入する

• FIT認定はパーム油で取得済み

• 建設予定地周辺に小学校、保育所、住宅地があり、振動、悪臭、
大気汚染など生活環境の悪化、燃料を運ぶ大型トレーラーの通行
増加による危険性があり、住民・自治体が反対している
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